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　近藤クリニックは、「地域に密着したより良い医療を
提供する。患者満足と医療従事者の幸福を通して、社
会に貢献する」ことを理念に、1974年10月に千葉県西
船橋駅前に開業した。
　地域に密着したより良い医療を提供するため、医療
の質を高めることに取組んで消化器内科以外に循環器
内科などの専門医をはじめ、現在では指導医・専門医・
認定医など２０名の医師を擁した外来専門の医療施
設に発展した。外来診療科目には消化器内科・循環器
内科・内科・小児科等のほか、専門外来には糖尿病・呼
吸器・内分泌・肝臓・リュウマチ等を行い、エコーには３
名の臨床検査技師が担当している。
　2008年に開始された特定健診・特定保健指導に
対応して、健康評価施設査定機構より2011年4月に
推薦施設の認定を受け、更に2012年にはGold Star 
Award に認定された。
　近藤クリニックは施設を利用する患者の満足度向上
のために、開業以来フラワーセラピーに取組んでいる。

「施設の内外に花を添え色彩と季節感を演じながら
受診者はじめ周囲の人々の目を楽しませ『花の近藤
クリニック』として親しまれています。そして、診察の
待ち時間に受診者の心を和らげ、穏やかな気持ちに
なって頂く雰囲気作りを常に配慮していますので、来
院の楽しみにもなり受診者の満足度に繋がっている
と思います」と、近藤事務局長は熱く語る。
　近藤クリニックでは特定保健指導で管理栄養士に
よる栄養指導に当初より注力して来ている。専門資格
を持つ管理栄養士（THP・糖尿病療養指導士、病態栄
養専門師）が、ダイエット・メタボリックシンドローム・
高血圧・糖尿病・肝臓病・消化器病などの患者さんに
栄養指導を行ったり、或いは寝たきり患者への訪問

栄養指導も積極的に行っている。健康運動指導は、希
望する受診者一人一人に管理栄養士が兼務して個別
に指導を行っているが、栄養指導面での永年の実績
と成果が受診者から高い評価を得ているのが特長で
ある。
　さらに、人間ドック健診情報管理指導士が判り易く
メタボリック保健指導を行ったり、女性医師や女性の
検査技師が大腸カメラ検査や乳腺エコー検査等も
行っている。毎週火曜日の健康診断・人間ドックは「レ
ディースデイ」と定めて医療サービスを提供している。
　近藤クリニックは、クチコミによる来訪者がほとんどで、
宣伝広告には全く行っていないという。受診者とのフォ
ローにも注力し、健診で異常が見つかった場合には外来
診療で精検を行い、精検の結果に合わせ専門医（大学
病院はじめその他大規模病院）等を紹介している。
　地域に密着した何でも気軽に相談できるクリニック
として、医療の質の向上と社会に貢献する理念に向
け、施設関係者全員で日々努力して取り組んでおられ
ることを高く評価して、健康評価施設査定機構はこの
近藤クリニックを地域密着型の優秀健診施設の一つ
として推薦しています。
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　民主党政権（当時）は昨年（平成24年）2月に社会保

障・税一体改革大綱を閣議決定し、当時野党であった

自民・公明の協力を取り付け半年後の8月には社会保

障制度改革国民会議（以下、国民会議という）の設置と

消費税増税を含めた社会保障・税一体改革関連法案

を成立させました。そして本年（平成25年）8月には少

子化対策を含めた社会保障全体の改革に関する国民

会議報告書が「～確かな社会保障を将来世代に伝え

るための道筋～」という副題をつけて取りまとめられま

したが、私たち健診・保健指導に関係する者にとって

興味のある報告書はその2ヶ月前の平成25年6月14

日に既に出されています。それは、安倍総理が掲げる

「３本の矢」の第三の矢である日本再興戦略（JAPAN 

IS BACK）と健康医療戦略の２つです。この2つの戦略

は見事なぐらい刷りあわせがなされています。

　健康分野では、①社会保障と財政の持続可能性を

確保する中で、健康長寿社会を実現し、活力ある社会

を構築するための「健康寿命の延伸（健康長寿社会

の実現）」、②医療関連産業を活性化し、我が国経済

の成長に寄与する「経済成長への寄与」③課題解決

先進国として、超高齢化社会を乗り越えるモデルを世

界に広げる「世界への貢献」の3つです。

　特定健診を含めた健診受診率を2020年には80％

までにもっていくという目標を日本再興戦略では掲げ

ています。また、日本再興戦略では「医療・介護・予防

分野でのICT 利活用を加速し、世界で最も便利で効

率的なシステムを作り上げる。このため、レセプト等の

電子データの利活用、地域でのカルテ・介護情報の共

有、国全体のNDB（ナショナルデータベース）の積極

的活用等を図る。特に、全ての健保組合等に対して、

レセプトデータの分析、活用等の事業計画の策定等

を求めることを通じて、健康保持増進のための取組を

抜本的に強化する。」とかかれており、健康医療戦略

の中では同様のことが厚生労働省の所管として進め

ていくことになっています。

　先の健康日本21（第2次）でも「健康増進事業実施者

間における連携及び協力に関する基本的な事項」のと

ころには「各保健事業者は、質の高い保健サービスを

効果的かつ継続的に提供するため、特定健康診査・特

定保健指導、がん検診、労働者を対象とした健康診断

等の徹底を図るとともに、・・・また、受診者の利便性の

向上や受診率の目標達成に向けて、がん検診や特定

健康診査その他の各種検診を同時に実施することや、

各種検診の実施主体の参加による受診率の向上に関

するキャンペーンを実施する」と記されています。

　まさしく健診・保健指導を生業とする健康評価施設

にとってまさに得意分野であり、一致団結して日本再

興の一翼を担おうではありませんか。そのためには今

まで以上の努力を重ね、健診・保健指導の質を高めて

いく努力をしていかなければなりません。㈳健康評価

施設査定機構としても最大限の協力をさせていただ

く機会だと思っております。

「健康・医療戦略」の
真の狙いは！！
～持続可能な社会保障制度の確立を目指して～
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